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６ 右の図での三角形ＡＢＣで，ＡＢ＝ 6cm，

ＢＣ＝ 4cm です。辺ＢＣ上の点で，ＢＰ＝ 1cm
となる点Ｐを中心として，三角形ＡＢＣを回転

させると，ＡはＤに，ＢはＥに，ＣはＦにうつ

って，Ｆは辺ＡＣ上，ＢはＤＥ上となりました。

辺ＡＢとＤＦの交点をＱとして，次の問に答え

なさい。

(1) ＡＦは何 cm ですか。

(2) ＡＱは何 cm ですか。

(3) 三角形ＡＢＣと四角形ＢＥＦＱの面積比を

最も簡単な整数の比で表しなさい。
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(1) 右図で，△ＰＢＥと△ＰＣＦは

ＰＢ＝ＰＥ＝ 1cm，ＰＣ＝ＰＦ＝ 4 － 1 ＝ 3cm
より，角ＢＰＥ＝角ＣＰＦ(対頂角)である

二等辺三角形なので，相似。

よって，右図の○印の角はすべて等しいので，

角ＤＥＦ＝角ＤＥＦとなり，△ＤＥＦつまり，

△ＡＢＣは二等辺三角形。

よって，ＡＣ＝ＡＢ＝ 6cm。

また，△ＡＢＣと△ＰＣＦも相似なので，

ＰＣ：ＣＦ＝ＡＢ：ＢＣ＝ 6：4 ＝ 3：2。

よって，ＣＦ＝ 3 × ＝ 2cm なので，

ＡＦ＝ＡＣ－ＣＦ＝ 6 － 2 ＝ 4cm です。

(2) (1)の図で，角ＤＥＰ＝角ＣＦＰなので，ＤＥとＡＣは平行。

よって，△ＡＱＦと△ＢＱＤは相似。･･(ｱ)

また，△ＡＢＣと△ＰＢＥは 2 角が等しいので相似で，

ＢＥ＝ＰＢ× ＝ 1 × ＝ cm。また，ＤＥ＝ 6cm なので，

ＤＢ＝ 6 － cm。また，(1)からＡＦ＝ 4cm なので，

(ｱ)の相似比は 4： ＝ 3：4。･･(ｲ)

よって，ＡＱ：ＱＢ＝ 3：4，ＡＢ＝ 6cm より，

ＡＱ＝ 6 × ＝ cm です。

(3) ＤＢ：ＤＥ＝ ＝ 8：9，

(ｲ)より，ＤＱ：ＱＦ＝ＢＱ：ＱＡ＝ 4：3 なので

ＤＱ：ＤＦ＝ 4：(4 ＋ 3)＝ 4：7。
よって，△ＤＥＦの面積を 1 とすると，△ＤＢＱの面積は

1 × となるので，四角形ＢＥＦＱの面積は

1 － 。また，△ＡＢＣの面積＝△ＤＥＦの面積＝ 1 なので，

△ＡＢＣと四角形ＢＥＦＱの面積比は

1： ＝ 63：31 です。
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